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① 風景街道
② サイクルツーリズム
③ 休憩・立ち寄りの促進
④ ラストマイルモビリティ等

2



①風景街道
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日本風景街道の取組み（地域と連携した道路整備効果の向上）

○ 地域住民、ＮＰＯ、企業、行政等の多様な主体による協働のもと、道を舞台に、自然、
歴史、文化などの地域資源を活かした美しい国土景観の形成を図り、地域の活性化
や観光の振興を目指す取り組み。
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東北風景街道の登録ルート

○ 東北ブロックでは２１ルート、うち福島県４ルート登録。山形県４ルート登録。
○ 新たなルートの登録申請は随時受付。

【登録条件】
①「風景街道パートナーシップ」が組織されてい
ること。

②景観、自然、歴史、文化、体験・交流又は施
設・情報の地域資源を１つ以上有しているこ
と。

③日本風景街道の理念・目的に賛同し、それに
合致した活動を継続的に実施していること。

④申請された日本風景街道に「中心となる道
路」が存在していること。

※風景街道パートナーシップ
・各風景街道で活動する活動主体を指し、風景街道を登録申請
する際には、必ず組織されていなくてはならない。
・地域の活性化や観光振興等の日本風景街道の目的に合致す
る活動を行う上で必要な道路管理者と地域住民、ＮＰＯ法人、
民間企業等により構成されている必要がある。

登録スキーム

風景街道
パートナーシップ

東北風景街道協議会

①登録申請
②条件を確認、
登録
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②サイクルツーリズム
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宮城サイクルツーリズムの取り組み(震災復興・伝承みやぎルート)

サイクルツーリズム推進のための取組（イメージ）

快適で安全安心にサイクリングができる環境の整備

○沿岸地域と内陸部が一体となり、地域観光資源や震災遺構・震災伝承
施設など、国内外からの多様な旅行者が安全に自転車で周遊できる環
境を構築し、地域の活性化を目指すことを目的として、宮城サイクルツー
リズム推進協議会を平成31年１月に設置

宮城サイクルツーリズム推進協議会

・広報や受け入れ態勢の整備等を実施（具体的内容については各地域部会により実施）
・メンバー（バス・サイクリング協会、鉄道・航空・道路事業者、新聞社、商工会、行政等）

○自転車走行空間の整備
・2018年より自転車走行空間整備を実施
矢羽根（青色）の設置
自転車ピクトグラムの設置

○ルート案内サインの整備
・今後、ルート整備に併せ、分岐部等へ
路面表示及び自立型サインの整備を
実施予定
路面表示：走行中のサイクリストを誘導
自立型サイン：目的地までの案内や

誘導、方向を伝える

（矢羽根設置箇所の走行状況）

○観光・震災伝承施設、道の駅等に駐輪場・貸出工具等設置
○観光・飲食・災害伝承など総合的なガイドアプリの提供
○サイクルトレインを活用したツアー企画等の設定
○情報発信（ホームページ、SNS、イベント連携等）

道の駅における駐輪ラック設置例
出典：青森県サイクル・ツーリズム推進協議会

震災復興･伝承みやぎルート(R1.12設定)
沿岸地域における漁業・海産物等の魅力を生かし

つつ、震災遺構や伝承施設等を巡るルート

(宮城県沿岸地域 基幹ルート：約280km)

将来的に岩手県・福島県との連携も想定。

国土交通省開発アプリ「ガイド東北」
出典：国土交通省

多言語による案内MAP事例
出典：宮城サイクルツーリズム推進協議会

準備委員会

（自転車ピクトグラムの設置状況）

基幹ルート

地域ルート(想定)

主な震災遺構

【 凡 例 】

★角田丸森連携地域ルート
阿武隈急行鉄道駅から基幹ルー
トにアクセスし、角田・丸森地区を
周遊する地域ルート。福島県内陸
部との連携も想定。

栗原地域ルート
東北新幹線栗駒高原駅から
栗原地域を周遊する地域ルート。
山形県との連携も想定。

仙台名取地域ルート
名取市サイクルスポーツセン
ターから基幹ルートを経由し、
温泉など自然豊かな仙台市
西部を巡る地域ルート。

仙南連携地域ルート
東北新幹線白石蔵王
駅から基幹ルートにアクセし、
仙南地域を周遊する地域
ルート。
山形県との連携も想定。

大崎連携地域ルート
東北新幹線古川駅から
大崎地域や鳴子地区を周
遊する地域ルート。
山形県との連携も想定。

石巻地域ルート
石巻駅から基幹ルートに
アクセスし、石巻地域を周
遊する地域ルート。
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ナショナルサイクルルートの概要
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しまなみ海道（令和元年NCR指定）の概要
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多々羅大橋

来島海峡大橋

約 50㎞

約 70㎞

広島県

愛媛県



しまなみ海道のブランド化
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アメリカのCNNテレビ 旅行情報サイトで『世界で最も
すばらしい７つの自転車道』の１つとして紹介(H26.5)

○瀬戸内しまなみ海道のレンタサイクル貸出台数
○ＣＮＮテレビで世界７大サイクリングルート
の一つに選定

○ロンリープラネット社のガイドブックで
世界５０選の一つに選定（H28.10）

世界的に有名な豪の旅行ガイド本会社ロンリープラネット
の「世界の魅力的なサイクリングルート５０選」のガイドブック
に、日本で唯一瀬戸内しまなみ海道が掲載
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レンタサイクル貸出台数の推移 (H22～R2)

・自転車通行料金無料化

(H26.7.19)

・CNNで紹介
・国際サイクリング大会開催

・姉妹自転車道協定

無料化の継続

ﾌﾞﾙｰﾗｲﾝの整備

H22:広島県側施工

H23:愛媛県側施工



ナショナルサイクルルートの指定要件

観点 ナショナルサイクルルート指定要件

１．ルート設定
①サイクルツーリズムの推進に資する魅力ある安全なルートであること

・ルートの延長が概ね100km以上であること（島しょ部を除く） 他

２．走行環境

①誰もが安全・快適に走行できる環境を備えていること
・矢羽根等により自転車通行空間が整備されていること 他

②誰もが迷わず安心して走行できる環境を備えていること
・経路などの路面表示、案内看板が設置されていること 他
（単路部概ね5kmごと、すべての分岐部）

３．受入環境

①多様な交通手段に対応したゲートウェイが整備されていること
・鉄道駅などに、レンタサイクルや着替え場所等が整備されていること 他

②いつでも休憩できる環境を備えていること
・サイクルステーションがルート上に概ね20kmごとに整備されていること 他

③ルート沿いに自転車を運搬しながら移動可能な環境を備えていること

④サイクリストが安心して宿泊可能な環境を備えていること
・ルート直近にサイクリスト向けの宿泊施設が概ね60kmごとにあること 他

⑤地域の魅力を満喫でき、地域振興にも寄与する環境を備えていること

⑥自転車のトラブルに対応できる環境を備えていること

⑦緊急時のサポートが得られる環境を備えていること
・救急車などが概ね2kmごとに到達できること 他

４．情報発信
①誰もがどこでも容易に情報が得られる環境を備えていること

・ホームページなどで日英2か国語以上により情報発信をしていること 他

５．取組体制
①官民連携によるサイクリング環境の水準維持等に必要な取り組み体制が確立

されていること
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③休憩・立ち寄りの促進
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休憩施設等の案内マップ

○ 岩手県では、サービスエリアなどの休憩施設が無い復興道路について、ＩＣ出口周辺の道の駅、
コンビニ、ガソリンスタンドなどの情報をまとめた沿線立ち寄りマップを作成
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案内標識の整備

本線から道の駅への案内 震災伝承施設への案内
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④ラストマイルモビリティ等
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ラストマイルのモビリティ実験

陸前高田市女川町・南三陸町

『グリーンスローモビリティの活用検討に向けた
実証調査支援事業（国土交通省）』

『スマートモビリティ社会システム実証プロジェクト
（宮城県、トヨタ自動車）』
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道の駅等を拠点とした自動運転サービスの実証実験の実施箇所

令和元年11月時点17



道の駅「かみこあに」を拠点とした自動運転サービスの社会実験

※『内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期移動運転で進める「自動運転移動サービスの実用化並びに横展開に向けた環境整備」のプロジェクトとして実施』 18


